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総 括 質 疑 並 び に 一 般 質 問 

 

【質問日】令和６年３月１日（金） 

 

【代表質問】 

質問 

順位 
会 派 質 問 者 質 問 事 項 

１ 公 明 党 中島由美子 １ 本市内で働く方々に対する賃上げ等について 

⑴ 本市の平均所得は 

⑵ 物価高騰を上回る賃金アップは 

ア 法人市民税減税や入札条件等を活用した賃上げ対策を 

イ 「年収の壁」解消策・支援強化パッケージの周知を 

⑶ ６月の定額減税の内容と市民への周知・相談などは 

⑷ 人材確保のためにも、医療福祉分野等での賃上げも確実に

実施すべきと考えるがどうか。 

２ 市民誰でも安心して暮らせる薩摩川内市へ 

⑴ 身寄りのない方をどのように定義しているか。 

⑵ 本市の現状及び支援状況などは 

⑶ 市民の方々にも分かるようなガイドラインの作成はできな

いか。 

３ 老朽化する学校施設の今後の建替え等を含む計画について 

⑴ 老朽化する学校施設の建替えの計画はあるのか。 

⑵ 今後の教育環境整備は（小中一貫校、学級数、フリー学区

等） 

４ 本市の読書環境は 

⑴ 各学校の蔵書数及び毎年の書籍購入額の確保等は万全か。 

⑵ 司書教諭と学校司書（補）配置の現状及び連携は 

⑶ 読み聞かせボランティアの活動は 

⑷ 健診時の絵本配布や読み聞かせは継続しているか。 

⑸ セカンドブック配布を（小学校入学時） 

⑹ 家庭での読み聞かせ推進を 

２ 自民創志会 山 元 剛 １ 令和６年度当初予算について 

⑴ 未来政策部の概要について問う。 

⑵ 保健福祉部の概要について問う。 

⑶ 建設部の概要について問う。 

⑷ 教育部の概要について問う。 

２ 令和６年第１回定例会施政方針について 

・ 主要６項目のポイントについて問う。 

⑴ 「子ども・子育て」 

⑵ 「コミュニティ」 

⑶ 「産業人材確保・移住定住戦略」 

⑷ 「ＳＤＧｓ・カーボンニュートラル」 

⑸ 「ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）」 

⑹ 「市誕生２０周年記念」 
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３ 創 和 会 川 添 公 貴 １ 令和６年度予算案（歳入歳出全款）について 

⑴ 個人市民税の歳入減の要因は 

⑵ 固定資産税（償却資産）の減の理由は 

⑶ 農林水産業費の減額の大きな要因は 

⑷ 基金繰入及び市債発行による予算編成であるが、今後の健

全経営への考えは 

⑸ 交付税増の予算編成であるが、見込みどおりの歳入が可能

か。 

⑹ 電源立地地域対策交付金全般に係る予算のポイントの説明

と予算書の差について及び電源三法交付金への取組は 

⑺ 扶助費の伸びの具体的予算計上要因は 

⑻ 商工費の伸び（企業立地事業費、商工観光施設管理費、物

産販売事業費、旅行誘客事業費等）の具体的事業概要と、そ

の見込む効果を示せ。 

２ 合併２０周年（第１次・第２次総合計画）の検証について 

⑴ 検証をする考えは。また、どのように検証していくのか。

時期は 

⑵ 検証状況の公開について、どのように考えるか。 

⑶ 大きく人口減少した理由と原因の検証、今後の検証結果を

踏まえた対策は 

⑷ 行政サービスの推移（支所機能等の整理）をどう判断する

か。 

⑸ 事務事業等の合理化（ＧＸ・ＩＣＴなどの活用）と市民サ

ービスの変遷をどう評価するか。 

３ 物価対策における住民税・所得税の軽減について 

⑴ 減税の概要と対応は 

⑵ 市税歳入減の額は。また、政府からの補塡はどのようにな

るか。 

⑶ 政府通知による事務事業の準備等は 

４ 通学路の安全対策及び交通安全指導等について 

⑴ 通学路の危険箇所とされる箇所数とその対応（処置）状況 

は 

⑵ 通学路経路中にある交差点等の視界不良箇所があるか。あ

るとすると、その対応は 

⑶ 児童生徒への交通安全指導状況は 

４ 創造薩摩川内 下 園 政 喜 ・ 市民の身体・生命・財産を守るための本市の地震対策につい

て問う。 

⑴ 減災に向けた取組について 

ア 水道施設の耐震化の現状と、今後の耐震適合の方針につ

いて問う。 

イ ため池「防災重点ため池」の耐震化の現状を問う。 

ウ 道路・橋梁と沿線建物の現状、今後の耐震化への取組に

ついて問う。 

エ 甑島列島東方沖の地震発生時における甑島の津波対策に

ついて問う。 

オ 住宅・建築物の耐震化率の現状と全棟耐震化の目標につ
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いて問う。 

カ 耐震性能に不安がある指定避難所の耐震化をどう図るか

問う。 

キ 災害用備蓄の現状と、指定避難所への備蓄の必要性につ

いて問う。 

ク 家庭や事業所での備蓄と、帰宅困難者のための備蓄の推

進について問う。 

ケ 家庭内での医療機器使用のための、非常用電源の設置の

必要性について問う。 

コ 市民に幅広く確実に届く情報伝達体制づくりをどう進め

るか問う。 

サ 地域防災力の強化状況と、今後の取組に向けての方針を

問う。 

シ 消防団機能の強化のために、担い手の発掘をどう進める

か問う。 

ス 地域防災力を高めるために、防災士の養成を図ってはど

うか。 

⑵ 初動・応急体制期の取組について 

ア 避難所の初動体制強化のために、初動対応ボックスの設

置はできないか。 

イ 避難所の環境改善に向けて、ＴＫＢの必要性や今後の取

組について問う。 

ウ 高齢者や障害者のための福祉避難所の開設について問う。 

エ 学校からの帰宅困難者対策について問う。 

オ 在宅避難者への物資支援や二次避難の必要性の把握につ

いて問う。 

カ 広域避難や二次避難と子どもの学習機会の確保について、 

どのように検討しているか。 

キ ボランティア、支援人員、支援物資などの受入体制の在

り方について問う。 

ク 本市が所有する消防車両の運用について課題はないか。 

ケ 災害対応特殊車両や資機材を持った自治体・消防組合と

の連携を図ってはどうか。 

コ 断水発生時に応急給水をどのように行うか問う。 

⑶ 復旧・復興に向けた取組について 

ア 仮設住宅の設置場所等の検討はできているか。 

イ 事業者ＢＣＰ（事業継続計画）策定の支援、促進体制は

できているか。 

ウ 災害廃棄物対策について、仮置き場の選定や処理対策は

できているか。 

エ 早く復興させるための事前復興計画の策定を考えている

か。 
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【個人質問】 

質問 

順位 
質 問 者 質 問 事 項 

１ 塩 田 耕 大 郎 １ 令和６年能登半島地震の大惨事を市長はどう受け止め、認識しているか。 

２ 県内５箇所の活断層の情報をどのように受け止めているか。 

３ 地震への備えについて 

⑴ 甑島の津波想定区域の見直しについて問う。 

⑵ 津波及び風水害の避難に備えての啓発活動及び訓練等の実施について問

う。 

⑶ 津波襲来時の緊急避難施設の整備について問う。 

⑷ 各避難所について、耐震性不足など安全管理上問題のある施設はないか。 

また、避難施設の周知、訓練等は 

⑸ 土砂災害防止施設及び治山施設の整備状況と今後の整備計画について問

う。 

⑹ 人命救助・緊急輸送の対応について問う。 

⑺ 避難所の備えについて問う。 

４ 災害発生時の甑島と本土との輸送手段の確保について 

⑴ 耐震強化岸壁の整備等について問う。 

⑵ 二次輸送体制について問う。 

⑶ 沿岸地域の津波及び台風災害の軽減策について問う。 

 


